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計画の概要
社会実装
・技術認証
・国内ブロック地域
への新技術導入

国際展開

拠点形成
SIP後の体制の確立

Society 5.0への貢献
・情報共通プラット
フォーム構築、
・AI技術との融合

インフラ･アセットマネジメントの流れ

SIPインフラの課題分野構成
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インフラ維持管理とその特殊性

インフラビジネスは公共発注が主体

インフラビジネスのビジネスモデル、
Business to Public = B2P ≠ B2B, B2C

技術開発成果は国土交通省、地方自治体の採用により決定され、維持
管理業務の受注という形で市場展開され、納税者に還元される。 4



○自治体によるＳＩＰ成果の活用（山形県）

橋梁点検を
クリック

山形全域に導入されたインフラデータベース
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SIPとの共同研究
３月に
導入・運用



○自治体によるＳＩＰ成果の活用（山形県）

拡大していき

山形県の導入されたインフラデータベース（３月２２日導入・運用）
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○自治体によるＳＩＰ成果の活用（山形県）

対象橋梁を
クリック

橋梁諸元
データを表示

山形県の導入されたインフラデータベース（３月２２日導入・運用）
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山形県の導入されたインフラデータベース（３月２２日導入・運用）
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諸元情報の可視化

山形県の導入されたインフラデータベース（３月２２日導入・運用）
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点検情報の可視化

山形県の導入されたインフラデータベース（３月２２日導入・運用）
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損傷評価支援

山形県の導入されたインフラデータベース（３月２２日導入・運用）
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鉄筋コンクリート床版の余寿命予測

10年±3年 20年±3年
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3次元電磁波レーダー
（床版の内部状態）

データ同化を使ったRC（鉄筋コンクリート）
床版の余寿命予測システムの確立（東京大学）

ひび割れ画像ドローンによる
点検

ひび割れ状態図

マルチスケール解析

・NEXCOで今後15年で床版
補修更新費1.8兆円を想定．
・この余寿命予測技術で更新
床版数が減り、コスト大幅
減、事故リスクも限りなく
ゼロに．点検費用も大幅減．
※全国規模では１兆円規模の
費用削減も期待可能．
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生存時間解析を用いた道路橋RC床版の劣化定量分析

維持管理・補修効果の定量的な説明や計画策定に寄与

Cox回帰分析による劣化因子予測の応用事例
として分析結果の利用を行う

リスクスコアを利用した維持管理支援手法ℎ ,ݐ ,࢞ ࢼ = ℎ ݐ exp(ࢼ࢞)
1 床版毎リスクスコアのプロット

2 補修・補強効果検討への応用

• 正確な床版位置情報から、橋梁内でのリス
クの差が直感的に明らかに

• 熊野町JCT⇔板橋JCT（交通量／構造上の理
由によりリスク高）といった要重点管理区間
が明確に

結果

通常ケース

リスクスコアによる
補強効果の検討

• 現設計での

リスクスコア

増厚ケース

• 床版厚設計値

25cmと仮定

• 構造条件の変化による損傷リスクの低下
が定量的・視覚的に明確となり、維持管
理優先度決定などへの有効性を示す

結果

(16～24cm)
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点検に関する優れた技術

非接触型の磁気探傷により塗
膜の上から板厚，亀裂検知可
能な利便性、簡易性も優れた
小型装置を世界で初めて完成。

肉厚は精度10％，深部の
亀裂長さ20㎜以上を検知。
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点検に関する優れた技術

フォトン応用計測研究所
（理研ベンチャー）を設立
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ロボットに関する優れた技術
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